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（台） 現行ダイヤ 再編案Ｂ

県庁市役所前

仙台駅前

幸町二丁目

台原

宮町五丁目・
東照宮駅入口

旭ヶ丘

市営バス
東仙台営業所前

東北医科薬科大・
東北高校前

広瀬通
一番町

二日町北四番丁

鶴ケ谷七丁目

安養寺配水所前

南光台三丁目南

バス/32分
地(旭)/21分
（-11分）

バス/42分
バス+地(旭)/40分
（-2分）

バス/44分
バス+地(旭)/44分
（±0分）

鶴ケ谷六丁目西

バス/32分
バス+地(旭)/28分
（-4分）

バス/34分
バス+地(台)/37分
（+3分）

鶴ケ谷団地入口

バス/30分
バス+地(旭)/30分
（±0分）

南光台一丁目バス/28分
地(台)/25分
（-3分）

旭ケ丘一丁目北

バス/42分
バス+地(台)/31分
（-11分）

南光台入口

バス/28分
バス+地(台)/28分
（±0分）

バス/29分
バス+地(台)/32分
（+3分）

バス/30分
バス+地(台)/37分
（+7分）

バス/25分
バス+地(台)/30分
（+5分）

東照宮一丁目

バス/25分
バス+地(台)/30分
（+5分）

保健環境センター・
青年会館前

小松島ブロック

安養寺ブロック

南光台・
鶴ケ谷南ブロック

バス/28分
バス+地(台)/26分
（-2分）
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（台） 現行ダイヤ 再編案Ｂ１．業務の目的

令和6年度 地域公共交通利便増進事業（利便増進計画策定事業） 報告書 【概要版】

本業務は、令和４年度に策定した「仙台市地域公共交通利便増進実施計画」（以下、「利便増
進実施計画」）について、施策の追加に向けた調査・検討を行うものである。

２．業務成果概要

（１）都心内エリアにおける運行効率化に向けた可能性の検討

①実施事業の検討内容等

仙台市地域公共交通利便増進実施計画調査・検討業務

②検討箇所

各方面から多くの路線バスが流入している都心内について、バス事業者の経営の安定化や運転

士不足への対応、利便性向上に向け、バス幹線区間・バス準幹線区間の中で都心内における乗車

密度が他に比べて低い方面において、運行本数と利用者数のバランスを調査し、運行効率化の可

能性等を検討した。

検討対象 北六番丁小学校前方面、宮城野区役所方面、若林一丁目方面

検討内容
都心内における乗車密度が他に比べて低い北六番丁方面、宮城野区役所方面、若林一丁目
方面において、仙台駅止め・県庁市役所止めによる交番（シフト）の削減の検討及び都心
直通路線と地下鉄フィーダー路線との機能分担の検討を実施

具体の内容
・ダイヤの組み換えによる運転士の交番の削減の可能性を検証
・都心直通路線と地下鉄フィーダー路線との機能分担の検討としてバスのダイヤや系統ご
との所要時間、バス利用者数を分析

④都心直通路線と地下鉄フィーダー路線との機能分担の検討

■運行区間の短縮のイメージ

■ブロック間利用状況例（北六番丁小学校前方面）

■公共交通による移動時間例 （北六番丁小学校前方面）

■仙台駅前待機台数の推移
（現行ダイヤと再編後の試算例）

検
討
目
的

都心直通路線と地下鉄
フィーダー路線との機能分
担による、定時性・速達性
の向上と運行効率化

具
体
の
検
討
内
容

・各方面の停留所をブロッ
クに分け、利用状況を把
握

・各ブロックから仙台駅・
仙台都心部までの路線バ
スでの所要時間、地下鉄
に乗り継いだ場合にかか
る想定時間を整理

・上記を踏まえて、各方面
において、直通路線・地
下鉄フィーダー路線のバ
ランスを変えたときの効
果と課題を整理

検
討
結
果

・北六番丁小学校前方面
ブロックにより違いはあ
るが旭ケ丘駅や台原駅
フィーダー路線と都心直
通路線の機能分担により
所要時間短縮の可能性が
ある

・宮城野区役所方面
都心直通路線を地下鉄
フィーダー路線にするこ
とによる所要時間短縮は
難しい

・若林一丁目方面
ブロックにより違いはあ
るが薬師堂駅や荒井駅
フィーダー路線と都心直
通路線の機能分担により
所要時間短縮の可能性が
ある

資料３-１

１：北六番丁小学校前方面

２：宮城野区役所方面

３：若林一丁目方面

③都心内運行効率化の可能性の検討

検討目的 運行効率化、運転士不足に対応した輸送手段の確保

具体の
検討内容

・ダイヤの組み換えを行うことで運行の効率化が可能かの検討
・運行区間短縮により仙台駅前止めとなることで仙台駅西口バスターミナルの待機台数へ
の影響を検討

検討結果

・北六番丁小学校前方面・宮城野区役所方面
運行区間の短縮によりダイヤの組み換えが可能となる場合がある
仙台駅西口バスターミナルの待機台数は現行の最大数を上回ることがないことを確認

・若林一丁目方面
若林一丁目方面単独の運行区間の短縮によるダイヤの組み換えは難しいが、他の方面も
同時に運行区間を短縮することでダイヤの組み換えが可能となる場合がある

元図：仙台市地域公共交通計画・バス幹線区間（令和4年3月）より作成

都心内

第5回仙台都市圏PT調査の平
日全目的集中量より、トリップ数が
500トリップ以上のメッシュかつ仙
台駅より西側を都心範囲に設定

【トリップ/ha】
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宮城学院前 宮城大学・仙台保健福祉専門学校前

宮城大学

仙台泉
プレミアム・アウトレット

ヨークベニマル
泉古内店

宮城学院
女子大学

ヨークベニマル
荒巻店

北仙台駅

仙台駅

東北大学病院

ブランチ仙台

（２）連節バス導入に向けた基礎調査

②検討箇所

調査対象 ・運行ルート上の区間および交差点

具体の
調査内容

・車線数、道路幅員等を航空写真や道
路台帳から確認した。

・車両軌跡を車両諸元を基に計算して
確認した。

・バス停別の乗降者数の分析を行った。

③道路構造等の調査

■連節バスイメージ ■バスレーンのイメ―ジ ■PTPSのイメージ

調査項目
・交通量調査
・信号現示

調査箇所 ルート上の主要な交差点

具体の
調査内容

日時：
令和7年3月4日（火）
6～9時・13～16時
調査内容：
時間帯別12方向別
車種別交通量
調査方法：
調査員を配置して交差点の
状況をビデオ撮影すること
により観測

今後の
予定

・交通量調査結果を基にマ
イクロシミュレーション
を行い、バスレーンや
PTPSの導入に向けて関
係機関と協議を行う

④交通量調査の実施

出典：新潟市

出典：宮城交通提供データ（2024年6月平日） ルート上の停留所で乗車かつ降車している利用に限定して集計

■車両軌跡の計算結果

他車線の通行を

阻害しないか確認

（３）市内路線における利用状況分析

②検討箇所

①実施事業の検討内容等

検討対象 ・市内全路線及び宮城交通の仙台圏（発着いずれかが仙台市内）の路線

具体の
検討内容

・運賃のあり方及び共通通勤定期等の利便性向上策の検討に向けて、路線バスの利用
状況について現状分析を行った。

③分析結果

区間分類 定義

都心 ・都心エリア内利用

幹線・
準幹線

・バス幹線区間およびバス準幹
線区間内利用

フィー
ダー

・フィーダー区間内利用

その他
（市内）

・都心・幹線・準幹線・フィー
ダー以外の仙台市内での利用

その他
（市外）

・発着いずれかが仙台市外（宮
城交通の仙台圏区間）の利用

都心エリアの範囲

■バス幹線・バス準幹線・フィーダー区間

①実施事業の検討内容等

検討区間 ・仙台駅～宮城大学前

具体の
検討内容

・連節バスの導入に向けた基礎調査として、運行
ルートにおける道路構造等の確認やバスレーン、
PTPSの導入の検討に必要な交通シミュレーショ
ンに向けた交通量調査等を実施した。

2024問題による運転士不足に対応した輸送手段の確保に向け、

バス幹線区間であり乗客数が多く、かつ特定の時間帯に需要が

集中する仙台駅前～宮城大学前において連節バスの導入を検討

するため、その基礎調査として、連節バスの定時性及び速達性

に資するバスレーン・PTPSの導入等の調査・検討を行った。

分
析
結
果

・市交通局は幹線・準幹線の利用者数が過半
数を占め、宮城交通はフィーダーの利用者数
が最も多い（図1）。

・券種別・区間別の利用者数では都心はIC+現
金の割合が高く、定期の割合が低い。フィー
ダーは定期の割合が高く、IC＋現金の割合が
低い（図2）。

・運賃収入に関して、定期外収入・定期収入
ともに幹線・準幹線の割合が5割弱と多くを
占めている（図3）。

⇒今後は交通局と宮城交通の利用状況の違い
やエリア毎の違いなどを整理しながら運賃の
あり方等について引き続き検討を行っていく。

図1 区間別利用者数構成比（平土休）

上記具体的内容について、協議会4回、公共交通ワーキング9回において検討を行った

（本業務による支援対象：協議会2回、公共交通ワーキング6回）。

これまでダイヤ調整に取り組んできた八木山ラインにおける、更なるサービス向上に向けた運

賃施策等の意見交換を公共交通ワーキング（メンバー：吉田委員・交通事業者・公共交通推進

課）で実施。運賃施策は八木山ラインのみならず、先線や他の路線にも影響する等の意見を踏ま

え、市内全域を対象として利用状況の分析を行った。

（４）協議会の運営支援及び関係者協議の支援
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図3 券種・区間別運賃収入構成比（平土休）
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図2 券種別・区間別利用者数（平日）

●仙台駅

●勾当台公園

●西公園

●東北大学病院

●
電力ビル

●五橋駅
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